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「華麗なる図書館利用者のためのクールリブラー」という大それたタイトルのこのコラム。その作者であるカ

ジは当然『華麗なる図書館利用者』でなければならないのだが、先日全くクールでないことをやってしまった

ので、ここで告白し、懺悔したいと思う。実は数ヶ月前、名古屋にある某調査会社に出向し、１ヶ月におよぶ

研修を受けていた。研修中の課題のひとつに自分でテーマを設定してレポートを書きあげるというものがあっ

たのな。調査会社なので、社内の資料室にも膨大な資料があり、それらを参考にしつつレポートを作成するわ

けなのだが、そこにもないような資料は図書館で借りてきなさいとのこと。語尾に「なのな」とか絶対使っち

ゃいけないような堅い文章が大の苦手なカジは、予想通り早

い段階でレポート作成にいきづまる。どうやら資料も社内に

はなさそうだったので、会社から一番近い愛知県図書館に行

くことに。図書館に着くと、館内にある図書検索機能を駆使

し、お目当ての本数冊をゲット！それから１０日ほどかけ、

なんとかレポートも完成。ただ、それで終わりではなく、研

修の最終日には、作成したレポートの発表会が待ち構えてい

る。普段、講演などで数百人を前にお話をされるその会社の

研究員さんたちを前に、自分のショボレポートを発表しなけ

ればならないのだ。このプレッシャーたるや、スーパーのレ

ジで財布を見たら思いのほか所持金が少なくて「あぁやべ

ぇ、金足りんかも」とレジの合計金額とにらめっこしてる時

のそれとは訳が違う！だって、みんなしれっとした目で見て

るんだもん。だが、ここは腐ってもクールリブラーのカジ、

ここいらでひと笑いふた笑い取って、１ヶ月の研修の爪あと

を残さなければと覚悟を決める。純然たる「なのな調」はさ

すがにできないまでも、「弱なのな調」と「はい、その結果

ドン！」的な芸人風のしゃべりで攻めたりましたわ。そして

無事にプレゼン終了。笑いもそこそこ取れ、そこそこの充実

感に満たされ研修終了。あ、文字が足りない。続きは次回。

 クールリブラーカジ、大いにやらかす！


